
 令和５年度 長崎県立島原翔南高等学校 学校関係者評価 報告 

 

１ 評価の実施期日・場所等 

  日 時:令和６年２月９日（金） 

  場 所:南島原市西有家総合学習センター（カムス）会議室 

２ 学校関係者評価委員 

  楠田 耕三 様（学校評議員） 出席 

  吉田 ゆり 様（学校評議員） 欠席 

  本多 洋二 様（学校評議員） 出席 

  藤田信一郎 様（学校評議員） 出席 

３ 学校関係者評価の内容 

（１） 教育活動全般について 

 ・学校評価アンケートの結果については、学校に対する様々な意見や要望があったが、 

  重点項目を絞り込んで、対応していく必要がある。 

  ・学校の魅力や総合的な探究の時間の取り組みとその成果については、もっとＰＲが欲しい。

中学生やその保護者にも周知したほうが良い。 

（２） 学習活動について 

 ・各種検定の合格状況を見ると、生徒たちもよく頑張っている。 

 ・授業参観に行ったが、少人数制で生徒たちの学習環境はとても充実していた。 

（３） 進路指導について 

 ・４年制大学や専門学校の進学率を見ても、生徒たちはよく努力している状況にある。 

 ・今年度の進路状況は昨年度よりも素晴らしい結果が出ている。 

 ・学校評議員会でも伝えたが、公務員試験合格に特化した進路指導を実践する学校づくりを  

推進してはどうか。 

 ・生徒たちの進路は大学や専門学校、就職など様々な状況であるが、全ての生徒の進路実現に

向けて先生方が粘り強く、最後まで指導して下さったおかげである。 



（４） 教育環境の整備と美化意識の高揚について 

 ・学校の環境は十分に整備されている。また美化意識も非常に高い状況である。 

 ・授業参観等で学校に行くと環境美化については、以前と比較して格段に良くなっている。 

（５） 保護者と一体となった教育活動の展開について（開かれた学校） 

 ・総合的な探究の時間の取り組みなど学校の教育活動をもっとＰＲしてほしい。 

 ・学校の魅力や教育活動をもっと地域の人々や中学生に理解をしてもらう必要がある。 

（６） 日頃の本校生の様子（身なり、挨拶、印象等） 

 ・高校生の身なりや挨拶はとても良く、いい印象である。 

 ・他校の生徒よりも挨拶など、よくしてくれるので、とても好感が持てる。 

（７） その他 

  ・生徒たちの学習環境や取り組んでいる探究活動は、立派な成果をあげているので、もっと

ＰＲをすべきである。 

  ・部活動をさらに充実させ、学校の活性化に図るとともに、志願者数の増加に繋げる。 


